
予定されており、他の施設 待たず、必要とされる修繕は適切に実施し安全に利用できる環

でも、経年劣化も見受けられることから、環境維持のために計 境を整えていき、既存プール棟については、改修工事に合わせ

画的な修繕が必要となる。 て解体し、不足している駐車場として整備を行っていく。

スポーツ施設は活用されており、概ね予定どおりと考える。スポーツセンターにおいては屋

内プールの新築工事を計画通り令和元年度に終了したが、施設全体の老朽化は進んでいるこ

Ｂ
とから、改修工事を見据えた計画的修繕を実施していく事により、施設の安全管理に努めて

いく。

人員については現状維持とするが、スポーツセンターの改修工事を控えているため、予算の

増加が必要になる。改修工事の設計業務の中では、ランニングコストを踏まえた改修工事の

↑ 設計に努めていきたい。

市民が、年齢や体力に応じてスポーツ・レクリエーションを楽しめる環境を整えることは、スポーツの普及増進のみならず、市民の健康増

進や快適な市民生活の維持に繋がるため重要である。スポーツセンターは拠点であるため、現施設の計画的な修繕を図りながら事業を継続

していき、大規模改修を実施することが適切であると考える。なお、施設の改修等とあわせて使用料の適正化についても検討を進める必要

がある。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 2年 6月22日 作成者名 後藤　英明 評価者名 櫻井　聡

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

その他施策の取組事項に
係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

01 子どもの成長と生涯にわたる学びのまち 市民生活部・文化スポーツ課

05 スポーツ・レクリエーション

13 スポーツ・レクリエーション推進体制の充実

　市民の誰もが年齢や体力に応じてスポーツやレクリエーションを楽しむことができるようにします。

スポーツセンター管理事業

市民のスポーツ実施率の向 週１回以上スポーツを行っている市民
％ 52 32.7 - - - 32.2

上 の割合
総合型地域スポーツクラブ 地域で気軽にスポーツを楽しめる総合

施設 4 2 3 3 3 3
の創設 型地域スポーツクラブの整備
健康増進事業と連携した事 健康増進事業と連携した事業の実施（

事業 5 1 1 1 1 1
業数 累計）

市民のスポーツ・レクリエーションの拠点であるスポーツセンターを効率的に改修し、安全で安心して利用でき
る施設としていく。令和元年度は柔道・剣道場の床修繕等を行った。

市内のスポーツ施設については、予約システムの稼働もあり、 スポーツ施設の活用を更に促すために、積極的な周知を実施す

活用されているが、スポーツセンターは築３５年以上経過して るとともに、スポーツセンターについては、大規模改修工事を

いるため、今後大規模な改修工事が
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02 スポーツ推進事業　（文化スポーツ課）

スポーツ施設貸出事業

任
意

14,849 安定的なシステムの
0

15,051 構築に努める。

８ Ａ Ｂ Ｂ Ａ ８ Ｂ86 01 10 05 01 02 86 15,015

利用者端末機、インターネッ 15,015 0

ト及び携帯サイトで空き状況 4,794

01 スポーツ施設管理費　（文化スポーツ課）

スポーツ施設管理費

任
意

590 ボートのまちとして
18,840

790 市立艇庫の維持管理

４ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ ４ Ｂ01 01 10 05 02 01 01 18,840 等を進めていく。

市民及び市内中学校ボート部 18,050 16,653

等が使用するボートを格納す 1,370

01 スポーツセンター管理運営費　（文化スポーツ課）
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